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平成 25 年 1 月７日 

 

ご寄付・ご支援をいただいている皆様へ 

～昨年の活動のご報告、ならびに今後の活動について～ 

 
 謹んで新年のお慶びを申し上げます。旧年中は一方ならぬご厚情を賜り、心より感謝申し上げます。 

 ティール＆ホワイトリボンプロジェクトは昨年 1 月、より幅広い啓発活動に取り組むため、組織を改め

NPO 法人キャンサーネットジャパン内の特別プロジェクトとして活動し 1 年が経ちました。皆様からの

ご寄付等は、専用基金を設置して管理し、子宮頸がんの疾患啓発と婦人科がん支援に特化した活動に大切

に活用しています。 

 

【昨年実施することができた主な事業】 

■子宮頸がん疾患啓発 

・セミナー開催 

1 月 19 日に東京・秋葉原 UDX で、「もっと知ってほしい子宮頸がんのこと」主催 

1 月 22 日に大阪・梅田阪急ホールで「もっと知ってほしい子宮頸がんのこと」主催 

12 月 21 日に静岡・熱海市起雲閣にて「アタミン女子の健康を考える クリスマスセッション」共催 

・リーフレット配布 

子宮頸がんの解説、検診等についての情報を記載したリーフレット「もっと知ってほしい子宮頸がんの

こと」約 4 万部を、主に自治体を中心に配布し、活用いただきました。 

・検診率向上にむけた啓発 

特に若い世代への検診率向上のため、「女子大生 3 人で子宮頸がん検診に行ってみた」動画を作成し、 

大学生が利用する「タダコピ」機に併設のデジタル画面にて全国 56 大学で放送しています（2/15 迄）。 

 

■患者支援事業 

・婦人科がんのセルフヘルプグループ・ネットワーク支援 

 COGS.net（コグス・ネット：Cancer  of gynopathy Self-help group Network）を立ち上げ、 

 東京・千葉・静岡・神戸・富山・秋田のグループをネットワーク化しました 

・婦人科がんセルフヘルプグループ育成支援のための助成金交付事業 

 上記ネットワーク内の 4 団体からの申請により、各団体へ、各 5 万円の助成金支援をいたしました。 

・婦人科がんセルフヘルプグループ「出張おしゃべりルーム」支援 

 認定 NPO 法人「オレンジティ」に群馬での「出張おしゃべりルーム」運営を委託し、群馬県で婦人科

がんセルフヘルプグループ「みゅら・りっぷ」立ち上げを支援しました。 

・婦人科がん患者のキレイを応援「プラチナメーク＆フォト」プログラム実施 

 株式会社ポーラにご協力いただき、4 名の婦人科がん患者さんに、美しさを引きだすメークと、プロ 

カメラマンによる写真撮影を行い、ポートレートをプレゼントいたしました。 
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【これからの活動について】 

 ティール＆ホワイトプリボンプロジェクトは、子宮頸がんの体験者が、多くの後遺症に悩んだ経験をも

とに、「同じ思いをする女性を減らしたい」「未来の命をつなぎたい」という気持ちから始まったプロジェ

クトです。今年も引き続き、すべての女性に、社会に、以下 5 つのメッセージを発信して参ります。 

 

1．いま子宮頸がんが増えています 

2．ワクチンで防げる唯一のがんです 

3．早期発見のために検診を習慣に 

4．罹患したら適切な治療が肝心です 

5．がん体験者には支援が必要です 

  

 プロジェクトをスタートした 2009 年から、関係各位の努力により「子宮頸がん」という言葉の認知率

は格段に向上しました。また、子宮頸がんの原因となる HPV（ヒトパピローマウィルス）の感染を予防

するワクチンが承認され、さらに昨年はワクチンが定期接種化となり、接種機会の平等化が図られました。

しかしながら、6 月には、ワクチンの副反応問題等により、厚生労働省は、積極的接種の推奨を控えるに

至りました。以来、現在も専門家らにより安全性、効果、推奨再開等について慎重な検討が続いています。

私たちは、この検討の行方を見守りつつ、結論が出次第、皆様に正しい情報をお伝えしていきたいと考え

ています。 

 ワクチンに関する動きとは別に、検診については、依然として 20-30 代の若い女性の検診率が低いこ

とが知られています。検診により、がんになる前の状態で発見できることは大きなメリットであるにもか

かわらず、多くの女性が「検診受診」の行動を起こさずにいます。私たちは引き続き検診の重要性を伝え、 

1 人でも多くの女性が「行動を起こす」ことができるよう啓発に取り組んで参ります。 

 4、５、につきましては、主にがんと向き合う女性への支援ではありますが、あわせて、社会の理解も

必要であると考えています。病気や治療に関する正しい情報は、がんに対する偏見をなくし、がん患者が

自分らしくがんと向き合うために必要不可欠です。これからも「もっと、知ってほしい」との思いで科学

的根拠に基づく正しい情報を、多くの人に伝えていきたいと思います。 

 

 まだまだ「やるべきこと」が、たくさんあります。引き続き、皆様のご理解・ご支援を何卒よろしく 

お願いいたします。末筆ではございますが、皆様の益々のご活躍とご健勝を祈念申し上げます。 

 

NPO 法人キャンサーネットジャパン内 

ティール&ホワイトリボンプロジェクト 

http://www.sikyukeigan.net/  

Tel: 03-5840-6072 Fax: 03-5840-6073 

E-mail  office@sikyukeigan.net 

担当：川上・古賀 


